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NTT西日本グループの事業と環境との関わり2

事業と環境の関わりの全体像

　西日本全域で事業を展開するNTT西日本グループは、事業規模に比例し大きな環境負荷を与えています。例えばお客様の通話を可能とするには、
電話機や西日本全域に張り巡らされた通信ケーブル及び交換機等のネットワーク（図1）が必要となります。また、それらに関する物流・工事・運用・
サービス・商品の提供といった事業活動には大きな環境負荷が伴います。
　次ページに示すマテリアルフローには、その中でも大きな環境負荷となる要素を具体的に示しています。

環境共生への取り組み

　NTT西日本グループでは、事業活動を行う上で、地球環境問題を企業の重要な責務として、環境共生に向け、各種対策を実施しています。
　対策の具体例としては、通信設備に使用される電力使用量の削減（温暖化防止対策）、撤去通信設備・土木・建築・オフィス内の全てに関する
産業廃棄物の削減及びリサイクル率の向上（産業廃棄物削減対策、リサイクル対策）、電話帳に使用される紙資源の節約（紙資源節減対策）、
通信機器・パソコン等のリサイクル推進（リサイクル対策）が挙げられます。
　NTT西日本グループでは、次ページに示すマテリアルフローを定量的・定期的に把握し、振り返ることにより、継続的な環境負荷の低減に
役立てています。

事業と環境の関わりの全体像
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図1　通話・通信等を可能とするNTT西日本のネットワーク
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NTTビジネスアソシエ西日本 関西支店 紺野 正幸（以下、紺野）
私が環境活動を始めたのは約3年前、「NTT西日本グループ葵プロジェク
ト」からです。その時知り合った仲間との交流が楽しく、現在まで続けて
います。また、ネイチャーおおさか様の活動にも参加させていただいてます。
大阪自然環境保全協会 岡和田 齊様（以下、岡和田様）
私たちは自然環境を次世代に残すことを目的に活動しています。NTT
西日本グループの皆さんとは植樹活動を通じて交流を持つようになりまし
たが、これからもNTT西日本グループの方と一緒に活動したいと思います。
NTTビジネスアソシエ西日本 北陸支店 吉田 孝行（以下、吉田）
私は以前、福井支店でISO14000認証の取得に携わってから環境問題を
意識するようになり、今は石川県を中心とした北陸で、里山・里海の保全
活動をお手伝いしています。
NTT西日本 人事部 田村 智彦（以下、田村）
私は8月までNTT西日本－みやこ 奈良支店に在籍していまして、その時に
近畿大学様の取り組みを知り、参加し始めました。ニッポンバラタナゴの
保護に不可欠な環境整備のお手伝い等が主な活動内容です。
岡和田様：環境保護活動というのは「楽しみながら」というのが、続けていく
上でとても重要です。皆さんは活動を活発にする工夫や取り組みはされて
いますか。
紺野：私の場合は「関西エコ情報」でイベントの告知を行ったり、身近な仲間
を誘って一緒に活動しています。先日は支店の枠を超え、ニッポンバラタ
ナゴの保護活動に参加させていただきました。また、社外への取り組みと
して自治体主催のイベント等にも参加し、仲間を増やして活性化を図って
います。
田村：私もニッポンバラタナゴの保護活動では、特に子どもが参加したくなる
ような田植えやザリガニ釣り等のイベントを企画・実施しています。子どもが
参加すれば親や祖父母も参加しますし、家族みんなで環境活動への意識が
高まれば、継続して参加してもらえますから。また、近畿大学の准教授に簡単な

講義をしていただき、大人の参加者の知識欲も満たす有意義な取り組みも
進めています。
吉田：里山は参加者が一桁になることもあり、参加者を増やすことが課題
ですね。私は参加頻度に応じて金券に交換できる、石川県実施の「里山ポ
イント制度」を活用し、社内で積極的に参加者を募っています。
岡和田様：社員からその家族、そして社外の仲間へと活動の輪が広がる
ことで、活動が発展し、続いていくのだと思います。植樹は100年先を見
据えた緑化計画ですが、NTT西日本グループの皆さんとともに次世代、
さらに次の世代へ環境保護活動が受け継がれていくことを願っています。

田村：NTT西日本だからこそできる活動を進めていければと思います。例
えば「ICT事業」との連携。動植物の生育過程をインターネットと情報機
器により見える化し、社内外で共有すれば、活動への意識もより高まるの
では、と考えます。
吉田：これまで以上にNTT西日本グループ間の連携を密に行い、互いに交流
を深め、活動を活性化する必要があると感じます。それぞれが業務を行いな
がらの活動になるからこそ、より多くの人が参加し、サポートし合うことで、
お互いの負担を減らしながら高い成果を得られるようになると思います。
紺野：活動の認知度をさらに高めることで、社員だけでなく、その家族や、
取引先等にも活動への理解を深められ、より多くの参加者が期待できるの
ではないでしょうか。活動に関する広報を社内外に広くアピールすることが
大切だと思います。
岡和田様：「ネイチャーおおさか」での経験では、活動を継続することで参
加者のリピート率も増えます。例えば植樹活動であれば、単に植えるだけで
終わらず、植えた木々がどうなっているかを見ていただく。こうした活動の
継続性が、「自分の成果」を目に見えるカタチで実感でき、新たなやりがい
も生まれます。NTT西日本グループの皆さんには、活動の継続を意識した
取り組みを進めていただきたいと思います。

皆さんの活動について教えていただけますか。

NTT西日本「みどりいっぱいプロジェクト」についてはいかがでしょうか。
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図1　太陽光発電運用状況（2013年3月末現在）

NTTコムウェア・ビリングソリューション

発  電  量：60MWh/年

　名古屋支店
　天白RT-BOX
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　新川清洲RT-BOX
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　瀬戸RT-BOX
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　前芝RT-BOX
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　川田RT-BOX
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　猿投RT-BOX
　　発  電  量：0.5MWh/ 年
　東刈谷RT-BOX－１
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　東刈谷RT-BOX－２
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　水野RSBM
　　発  電  量：0.2MWh/ 年　

神野新田RT-BOX
　発  電  量：1.1MWh/ 年
 飯村 RT-BOX
　発  電  量：0.5MWh/ 年
 拾石 RT-BOX
　発  電  量：0.5MWh/ 年
 津島 RT-BOX
　発  電  量：0.5MWh/ 年
 第一高蔵寺RT-BOX
　発  電  量：0.5MWh/ 年
 瀬戸 RSBM
　発  電  量：0.2MWh/ 年
 天白 RSBM
　発  電  量：0.2MWh/ 年
生路RT-BOX
　発  電  量：1.1MWh/ 年

　三重支店
　津島崎RT-BOX
　　発  電  量：1.1MWh/ 年
　水ヶ平無線中継所
　　発  電  量：10.5MWh/ 年
　江戸橋RT-BOX
　　発  電  量：0.5MWh/ 年
一身田RT-BOX
　発  電  量：0.5MWh/ 年

名古屋支店
矢田ビル
発  電  量：10.5MWh/年

京阪奈ビル
発  電  量：5.3MWh/年

大阪研修センタ
発  電  量：21MWh/年

広島支店
宮島口交換所
発  電  量：10MWh/年

愛媛支店
砥部交換所
発  電  量：10.5MWh/年

大分支店
金池ビル
発  電  量：21MWh/年

＊太陽光と風力のハイブリッド
　発電

施設数：43  総発電量：920MWh

鹿児島支店
鴨池ビル
発  電  量：21MWh/年

宮崎支店
宮崎支店ビル
発  電  量：31.5MWh/年

九州センター

金沢支店

金沢鳴和ビル
　発 電 量：10.5MWh/年

金沢支店ビル
　発 電 量：0.2MWh/年

日之出町ビル
　発電量：0.1MWh/年
出羽町ビル＊
　発電量：0.1MWh/年
増泉ビル＊
　発電量：0.2MWh/年

富山支店
東田地方ビル－①
　発 電 量：10.5MWh/年
東田地方ビル－②
　発 電 量：0.1MWh/年

高知支店ビル
発  電  量：238MWh/年

発  電  量：168MWh/年
西日本ロジスティクスセンター

京都支店
京都深草別館
発  電  量：21MWh/年

大阪支店
土佐堀ビル
発  電  量：21MWh/年
高津データセンター
発  電  量：40MWh/年

みえ～る菜園「富樫」
（石川県金沢市）
区画数 20
開始時期 2010年3月

みえ～る菜園「額」
（石川県金沢市）
区画数 18
開始時期 2010年5月

みえ～る菜園「京都九条」
（京都府京都市）
区画数 53
開始時期 2010年3月

みえ～る菜園「尼崎城内」
（兵庫県尼崎市）
区画数 116
開始時期 2008年10月

みえ～る菜園「己斐大迫」
（広島県広島市）
区画数 38
開始時期 2009年10月

APガーデン浦添
（沖縄県浦添市）
区画数 24
開始時期 2010年11月

みえ～る菜園「清水高橋」
（静岡県静岡市）
区画数 32
開始時期 2010年5月

みえ～る菜園「南江戸」
（愛媛県松山市）
区画数 30
開始時期 2010年10月

みえ～るエコ畑 NTT垂水ビル別館
（兵庫県神戸市）
区画数 470
開始時期 2013年4月

1階コミュニティールーム

NTT垂水ビル別館

2階栽培室

淀総合運動場
発  電  量：60MWh/年

西日本ロジスティクスセンター

高知支店ビル
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ばた

ICT技術を利活用した
環境・エネルギー事業を展開し、
環境負荷低減社会の実現に
貢献していきます。

　NTT西日本グループでは、環境に配慮し持続可能な社会を実現することが企業の社会的責任であると考え、環境保護活動に取り組むと
ともに、その活動内容を皆様にご報告するため、2000年度より環境報告書を発行しています。
　またCSRの取り組みについても、CSR報告書として2005年度より発行しています。
　ぜひ、ご一読いただき、忌憚のないご意見・ご感想を、下記メールアドレスまでお寄せいただければと思います。

 NTT西日本グループ2013年度版　環境報告書　社長あいさつ

西日本電信電話株式会社
代表取締役社長

■ 環境省 「環境報告ガイドライン2012年版」

■ 2012年4月～ 2013年3月までの実績を基に作成しています。

■ NTT西日本グループ39社及びNTTビジネスアソシエ西日本を対象としています。 
　弊社組織図  

【お問い合せ先】

NTT西日本　技術革新部　環境経営推進室　〒540-8511  大阪市中央区馬場町3-15
E-mail　kankyou@ml.hq.west.ntt.co.jp

各 支 店
グループ会社

http://www.ntt-west.co.jp/corporate/about/sosikizu.html
http://www.ntt-west.co.jp/corporate/about/group.html

CSRの取り組みホームページ　http://www.ntt-west.co.jp/csr/

CSRの3つの柱

地球環境保護の推進

事業と環境のかかわり 環境経営の考え方

地球環境保護の取り組み

環境報告書2013ホームページ　http://www.ntt-west.co.jp/kankyo/report/2013/

参考にしたガイドライン

対象期間

対象範囲
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自然保護団体ご担当者様と各地域で活動しているNTT西日本グループ担当者による座談会

各地域の活動における、ご協力者様からのメッセージ

岡和田 齊 様 紺野 正幸
吉田 孝行

田村 智彦

ニッポンバラタナゴ保護活動
本活動では、直接的な人的貢献とともに通信分野というNTT西日本の
事業特性を生かした新しい取り組みも始まっています。
ニッポンバラタナゴの保護をはじめとする生物多様性保全の活動を
広く社会に普及し、定着させるためのモデルケースとなることを期待
しています。

近畿大学農学部環境管理学科水圏生態学研究室 准教授 北川 忠生 様

多様な主体の参画による里山里海づくり
2013年6月、NTT西日本 金沢支店様の企画で、NTT西日本グループ環境
担当者研修会が奥能登で開催され、参加者の皆さんが棚田に入り草取り
行う等、米づくりの苦労を体験されました。NTT西日本 金沢支店の皆様に
おかれましては、過疎高齢化が進む里山地域で、企業の立場から積極的
に里山里海の保全活動に参加いただけるよう、今後も期待しています。

石川県環境部里山創成室 室長 奥本 勉 様

特集1　生物多様性保全の取り組み

　各地域で生物多様性保全の取り組みを

行っているNTT西日本グループ担当者

3名に加え、「ネイチャーおおさか」公益
社団法人 大阪自然環境保全協会 理事・
岡和田 齊様にもご参加いただき、お互いの
活動の取り組み、今後の展望等を語って
いただきました。

公益社団法人 大阪自然環境保全協会 理事  岡和田 齊 様
約1,000名の会員（2012年3月現在）を擁する自然保護団体の理事として、さまざまな
団体等との連携活動や協会広報を積極的に行い、活動の普及に努められています。

NTTビジネスアソシエ西日本 北陸支店  吉田 孝行
現在は北陸の里山・里海保全についての活動を継続。また、トウモロコシを原材料
とした「バイオマスプラスチック」の社内普及にも貢献。

特集1

はじめに

　NTT西日本グループは、年間約20億kWhという電力を使用し、それに伴って大量のCO2を排出しています。電力エネルギーを大量に使用
する企業の責務として、消費電力の削減に加えて、地球環境保護にも積極的に取り組んでいく必要があると考えています。
　そこで、自らの事業に伴う環境負荷低減に向けた取り組みに加えて、西日本スピリッツの行動規範、並びに地球環境憲章、環境指針に基づき、
「みどりいっぱいプロジェクト」を発足し、植樹を核とした生物多様性保全活動の取り組みを展開することとし、2012年11月27日にキックオフ
が行われました。
　あわせて、ICTを利活用した環境・エネルギー事業を展開し、環境負荷低減に貢献していきます。

　地球温暖化対策のため、2008年よりNTTグループで推進している「グリーンNTT」プロジェクトの一環として、2012年3月にNTT淀総合運動場
（京都府久世郡）の敷地内に、設置容量63kW、想定年間発電量60MWhの太陽光発電システムが完成しました。発電には256枚のソーラーパネルを
使用し、約6万キロワット、施設全体で使用される電力の約20％をまかなう予定です。 
　この完成をもって2008年に計画したNTTグループ全体で5MWの計画が完了したのとあわせて、NTT西日本の43施設で年間の発電量が
920MWhになりました。（図1）
　またNTTスマイルエナジーは、「エコめがね」で計測した太陽光発電システムデータを産業技術総合研究所太陽光発電光学研究センターシス
テムチームに提供し、日本国内の太陽光発電システムの発電量統計データ整備活動に協力しています。
　「エコめがね」利用者の太陽光パネル発電規格容量は100MWに達しており＊、パネルの面積は東京ドーム12個分。NTTマイルエナジーでは発電に
際しての情報を個人情報を含まない形で提供し、太陽光発電システムの発電データの収集と統計データの整備を進めていくことで太陽光発電
市場の発展に貢献しています。
＊2013年12月時点
 　
　NTT西日本グループでは、グリーンNTT西日本戦略のもと、今後も地球環境にやさしい企業をめざし、引き続き電力使用量削減への取り組み、
クリーンエネルギーを推進していきます。

NTT西日本 みどりいっぱいプロジェクトの概要

　地域の自然的・社会的条件に応じた生物多様性の保全のため、自治体・NPO等と連携しながら、下記にあげるような植樹を核とした生物
多様性保全活動を、NTT西日本管内全府県で統一的な活動名「みどりいっぱいプロジェクト」として、西日本の全府県でNTT西日本社員・その
家族・退職者など1万人規模の活動にすることをめざします。

「みどりいっぱいプロジェクト」様々な活動例

下草刈り等の適切な森林管理、人工
林の針広混交林化や広葉樹林化等の
生物多様性に配慮した多様な森づ
くりの活動

ヒノキの下草刈り
（NTT西日本 和歌山グループ）

外来種を防除し、その地域本来の
生態系を保全・回復する活動

琵琶湖の外来魚駆除
（NTT西日本 滋賀グループ）

絶滅危惧種や、種の保存法に基づき
指定されている国内希少野生動植物
種の保護増殖等に取り組む活動

ニッポンバラタナゴの保護
（NTT西日本 奈良支店）

都市公園等における樹林地の保全、
建築物の敷地の緑化やビオトープの
整備等、生きものの生息・生育空間
となる身近な緑地や水辺等を保全・
再生・創出する活動

琵琶湖のヨシ刈り
（NTT西日本 滋賀グループ）

　NTT西日本みどりいっぱいプロジェクトでは、ICTを活用した「みどりいっぱい
活動」も進めています。環境や生物多様性に関わる遠隔会議や、センサーを使用した
絶滅危惧種の見守りを実施しています。ICTを使えば離れたところからでも大切な
ものを見守ることができます。

　NTT西日本アセット・プランニングは、農地の少ない都市部において、野菜作りを
楽しんでもらうため、水耕栽培によるレンタル農園「みえ～るエコ畑」を、NTT垂水
ビル別館（兵庫県 神戸市）に開園しました。

　水耕栽培は、土を使用しないで、野菜の成長に必要な養分を溶かした水（培養液）
だけで育てる養液栽培です。屋内で、培養液や照明・温度管理により最適条件下で
栽培するため、土耕栽培に比べ生育が早いことが特徴であり、例えばレタスの
場合は、種まきから40日程度で収穫できます。

　「みえ～るエコ畑」では、NTT西日本の建物に屋内型農園を構築し、利用者へ
区画ごとにレンタル農園として提供します。室内で栽培するため、害虫の心配が
ほとんどなく、無農薬による野菜作りが楽しめます。また野菜の育成に適した
HEFL（ハイブリッド電極蛍光管）照明を採用することで省電力化を実現し、環境
にもやさしい農園です。屋外型の「みえ～る菜園」とあわせると、全国に9個所あり
ます。

「緑のgoo」と連携したみどりいっぱい活動
　NTT西日本グループは、ICTの利活用を牽引することにより環境保護に寄与するとともに、今後も引き続き、自らの地球環境の負荷低減に
努めていきたいと考えています。その中で社員の環境貢献に対する意識の啓蒙と社会貢献活動との一層の推進を図ることを目的として、
NTTレゾナントが提供する「緑のgoo」の取り組みに協力し、4年前から社内での利用推進をはじめました。
　具体的には社内パソコンのスタートページに「緑のgoo」を登録する、又はブックマークするよう呼びかけ、社員一人ひとりが自発的に取り
組めるようにしています。
　2012年度からスタートした「NTT西日本みどりいっぱいプロジェクト」の一環としても取り組み、2013年度は「緑のgoo」利用頻度が
前年度に比べ約40％アップしています。 
　第14回寄付の期間（2013年4月～2013年9月）では、「緑のgoo」利用全体の約7％（2,538,071アクセス）に貢献しています。

NTT淀総合運動場のクリーンエネルギーシステム エコめがねを使った発電量統計データ整備活動

「太陽光発電状況見守りレポート」画面

NTT西日本 みどりいっぱいプロジェクト
～植樹を核とした生物多様性保全活動～

特集2 ICTを活用したみどりいっぱい活動
～みえ～るエコ畑～

特集3 クリーンエネルギーへの貢献

「にしのみどり」が応援するみどりいっぱいプロジェクト

　「にしのみどり」は、NTT西日本グループが行う地域の生物多様性の
保全活動のイメージキャラクターです。
　NTT西日本フレッツ公式サイトコンシェルジュの「西野ひかりさん」が、
任命を受けて「にしのみどり」として、みどりいっぱいプロジェクトの
活動内容を紹介していきます。
　NTT西日本公式ホームページでは西日本各地で行われる環境に
関する活動を公開しています。
http://www.ntt-west.co.jp/kankyo/create/

NTT西日本 人事部  田村 智彦
近畿大学で取り組まれている絶滅危惧種・ニッポンバラタナゴの保護・保全活動に参画。
社員だけでなく、家族も楽しめるイベント等を企画し、活動の輪を広げている。

NTTビジネスアソシエ西日本 関西支店  紺野 正幸
通算126号（2013年9月現在）を数える環境関連の情報誌「関西エコ情報」を社内ホーム
ページに随時発行。また、主に関西で植樹や里山保全等の活動に従事。

事業と環境の関わりの全体像

　西日本全域で事業を展開するNTT西日本グループは、事業規模に比例し大きな環境負荷を与えています。例えばお客様の通話を可能とするには、
電話機や西日本全域に張り巡らされた通信ケーブル及び交換機等のネットワーク（図1）が必要となります。また、それらに関する物流・工事・運用・
サービス・商品の提供といった事業活動には大きな環境負荷が伴います。
　次ページに示すマテリアルフローには、その中でも大きな環境負荷となる要素を具体的に示しています。

環境共生への取り組み

　NTT西日本グループでは、事業活動を行う上で、地球環境問題を企業の重要な責務として、環境共生に向け、各種対策を実施しています。
　対策の具体例としては、通信設備に使用される電力使用量の削減（温暖化防止対策）、撤去通信設備・土木・建築・オフィス内の全てに関する
産業廃棄物の削減及びリサイクル率の向上（産業廃棄物削減対策、リサイクル対策）、電話帳に使用される紙資源の節約（紙資源節減対策）、
通信機器・パソコン等のリサイクル推進（リサイクル対策）が挙げられます。
　NTT西日本グループでは、次ページに示すマテリアルフローを定量的・定期的に把握し、振り返ることにより、継続的な環境負荷の低減に
役立てています。

事業と環境の関わりの全体像

電柱

通信ケーブル

パソコン 電話帳 電話機

通信ケーブル

【ネットワーク制御端末等】

NTT西日本
【交換機】
【伝送装置】

図1　通話・通信等を可能とするNTT西日本のネットワーク

各地の活動をホームページで公開しています。
詳しくは、NTT西日本公式HPへ　URL：http://www.ntt-west.co.jp/kankyo/create/

植生、動植物等の状況やその成立条
件となる気象、水質、土壌等、地域の
生物多様性の現況を把握・評価する
ための調査活動

センサーネットワークによる
バラタナゴの育成条件調査
（NTT西日本奈良支店・

NTTコミュニケーション基礎科学研究所）

活動場所の提供、活動に伴う生産物・
副産物の利用や販売の促進等、生物
多様性を保全するための活動を側面
から支援する活動

間伐材利用のオフィス
（NTTスマイルエナジー）

自然草原、風衝草原、極相林等の自然
度の高い環境を保全する活動や、
里地里山の森林・農地・ため池、公園
緑地やビオトープ等において、生き
ものの生息･生育環境を保全する活動

長良川の清掃による環境保全
（NTT西日本 岐阜グループ）

生物多様性を保全するための活動の
意義等を普及啓発するために行う自然
観察会や体験イベント、シンポジウム等
の活動（地域の生物多様性を活かした
エコツーリズムを通じた活動等も含む）

葵サミットの開催
（NTT西日本本社、
京都・静岡・福井グループ）

マテリアルリサイクル：廃棄物を回収し製品の原材料として再利用することです。
サーマルリサイクル：廃棄物を回収して燃やし、これを熱エネルギーとして再利用することです。
NTTクローズドループリサイクル：NTT撤去物品等をNTT物品として再生することであり、マテリアルリサイクルの方法の一つです。電話帳は回収した古電話帳を
新しい電話帳用紙に再生することから、クローズドループリサイクルと呼んでいます。
グリーン調達・設計・購入：電気通信設備等の構築から、社員が使用する事務用品、お客様へ提供する製品に至るまで、環境に配慮した調達・設計・購入を行って
います。
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CO2

110.9万t-CO2
（2012年度）

95.1万t-CO2
（2011年度）

106.8万t-CO2 90.8万t-CO2

1.3万t-CO2 1.3万t-CO2

2.8万t-CO2 3.0万t-CO2

購入電力

社用車

ガス・燃料

年間CO2排出量

(内訳)

更改・撤去

リサイクル

99.9％ 99.9％
撤去通信設備

98.9％ 98.4％
土木工事廃棄物

96.1％ 96.4％
土木工事発生土

97.9％ 98.4％
建築工事廃棄物

83.1％ 97.1％
建築工事発生土 

2011年度2012年度

エネルギー資源

資源投入量

4万ｔ-ｃ 4万ｔ-ｃ

4万ｔ-ｃ 4万ｔ-ｃ

14万ｔ-ｃ 14万ｔ-ｃ

1.0万ｔ-ｃ 0.79万ｔ-ｃ

プラスチック材料

金属

建築材料

純正パルプ

ガス使用量
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オフィス内

(内訳)

土木工事

2012年度 2011年度

年間電力使用量
20.84億kWh
（2012年度）

21.03億kWh
（2011年度）

電力

20.81億kWh 20.99億kWh

0.03億kWh 0.04億kWh

92.0万kWh 74.1万kWh

購入電力
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クリーンエネルギー

(内訳)
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電話帳、電報台紙に
使用する純正パルプ
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料
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2012年度マテリアルフロー

　NTT西日本グループでは、これまで環境負荷低減に積極的に取り
組んでまいりましたが、年間約20億kWhという大量の電力を消費
している企業責務も踏まえて、よりいっそう電力使用量削減等
環境問題に全力で取り組むことを宣言するため、「グリーンNTT
西日本戦略」を2012年6月に策定しました。「グリーンNTT西日本
戦略」は、自らの環境負荷を低減することで社会に貢献する「環境
グランドデザインの達成」、ICT技術の利活用による事業活動を
展開することで環境に貢献する「環境・エネルギー事業の展開」、
そして、社員一人ひとりが地域の自然環境保護に貢献する「生物
多様性保全活動の推進」を三本柱としています。

 　「環境グランドデザインの達成」では、2020年度までに自社利用の
電力使用量を2010年度に比べ40％以上削減することを目標にして
います。電力使用の多くを占める通信設備では、グループ会社と
協力して抜本的に電力を削減する外気導入空調のトライアルを
開始したり、電力見える化の展開によるオフィスの省エネ等自らの
電力使用量削減に積極的に取り組んでいます。また、紙使用量の
低減では、社内誌の電子化を進め、廃棄物の低減では、2012年度は
最終処分率1％以下のゼロエミッション※を達成しています。

 　「環境・エネルギー事業の展開」では、ICT技術と不動産を利活用
した社会貢献も進めています。例えば、緑等に親しむ機会の少ない
都市部において野菜作りを通して自然を考えてもらうため、ICTに
よりいつでも栽培状況が確認できる水耕栽培型レンタル農園
「みえ～るエコ畑」を2013年4月にNTTアセットプランニングが

開園しました。屋外型の「みえ～る菜園」とあわせると、西日本エリア
9箇所で展開しています。また、再生可能エネルギーの導入は、2013年
3月までで発電容量1200kW、発電量920MWhに達しました。さらに
NTT西日本鈴鹿研修センタ跡地等太陽光発電に適した敷地を貸し
出し、NTTファシリティーズがメガソーラーを建設する等、資産活用
による積極的な展開も進めています。その他、日本国内の太陽光発電
システムの発電量統計データ整備活動に協力するため、合計発電
容量が100MW（2013年12月時点）に達した「エコめがね」の計測
データを、6月から産業技術総合研究所にNTTスマイルエナジーより
提供しており、日本の再生可能エネルギーの普及に貢献しています。

 　「生物多様性保全活動の推進」では、これまで18府県、約2000名の
社員とその家族・退職者等が活動してきました。これらの活動を
継続した取り組みとして、展開、推進するために、「NTT西日本みどり
いっぱいプロジェクト」を立ち上げ、2012年11月に大阪府堺市の
「共生の森」での植樹会にてキックオフを行いました。生物多様性の
保全は、植樹や里山保全、絶滅危惧種保全等、それぞれの地域に
あった活動が求められていることから、NTT西日本のサービス提供
エリア全30府県で活動を行うこと、年間1万人以上の活動規模にする
ことを目標として推進していきます。2013年度中には全30府県での
活動がスタートしている計画です。

　このような取り組みを通して、NTT西日本グループの社員一人
ひとりが、環境問題に対して、よりいっそう積極的に取り組み、社会に
貢献することを皆様にお約束します。

※国連大学が提唱した構想で、産業から排出される全ての廃棄物や副産物が他の産業の資源として活用され、全体として廃棄物を生み出さない生産をめざそうと
するもの。NTT西日本グループでは、最終処分率1.0%以下をゼロエミッションと定義。

活動状況と今後

　発足当初、18府県、約2000人で始まった活動は、2013年度には全30府県、約5000人の参加が見込まれ、地域主体等との連携協定等も
新たに5件が予定されている他、遠隔地を結んだサミットの開催や、生物多様性授業等ICTを活用した活動も展開されています。
　今後も活動を推進し、環境・生物多様性へのICT利活用で、社会に貢献していきます。

ICTを活用したサミットと授業の例

ばた

ばた

「みえ～るエコ畑・みえ～る菜園」


